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博士前期課程及び修士課程

履修上の注意事項

≪共通≫
・中村学園大学大学院学則第22条により、履修授業科目について30単位以上を取得し、かつ、
必要な研究指導を受けた後、修士論文の審査及び最終試験に合格しなければならない。

・中村学園大学学位規程第4条により、1年次終了時点での修得単位数が16単位以上なけれ
ば、2年次に修士論文の作成・提出ができなくなるため注意すること。
※「特別研究」、「栄養科学実験・実習」、「特別演習」など、1～2年次配当科目は上記16
単位に含まない。

≪栄養科学研究科≫
・指導教員が所属する部門の選択科目6単位以上、他部門の選択科目2単位以上、共通科
目22単位（特別研究12単位を含む）、合計30単位以上修得し、かつ必要な研究指導を受け
た後、修士論文の審査および最終試験に合格すること。

・教職課程申請を行っていない者は、教職科目を履修することはできない。
※教職科目は専修免許取得のための開講科目である。詳細については、「中村学園大学大
学院教職課程に関する規程」を参照のこと。

≪教育学研究科≫
修士課程（2年制・社会人1年制）

1．指導教員が所属する系から3科目6単位以上
2．1．以外の各系から1科目2単位以上
3．必修科目を除き、3系および3系共通科目の全体から1．2．を含め合計16単位以上

≪流通科学研究科≫
2021年度以前入学生に適用
専攻系を選択し、その系の特別演習6単位および選択科目から10単位以上、各系共通科目

（基礎科目）から8単位以上、さらに2つの系の選択科目全体から6単位以上、合計30単位
以上修得し、かつ必要な研究指導を受けた後、修士論文の審査および最終試験に合格するこ
と。
「アカデミックライティング」は留学生必修科目のため、1年次に必ず履修すること。但
し、当該科目は修了単位数に含まない。

2022年度以降入学生に適用
専攻系を選択し、その系の選択科目から10単位以上、各系共通科目（基礎科目）から8単

位以上、さらに2つの系の選択科目全体および専門演習科目から4単位以上、専門演習科目
から8単位以上、合計30単位以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けた後、修士論文の審
査および最終試験に合格すること。
「アカデミックライティング」は留学生必修科目のため、1年次に必ず履修すること。た
だし、当該科目は修了単位数に含まない。
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博士後期課程 ≪栄養科学研究科≫

・中村学園大学大学院学則第23条により、履修授業科目について18単位以上を取得し、かつ、
必要な研究指導を受けた後、博士論文の審査及び最終試験に合格しなければならない。

基
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（Graduate School of Nutritional Sciences）
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課程 部門 分野 担当教員名

博士前期

機能栄養科学部門
分子栄養学

◎河手 久弥
◎信久 幾夫

栄養生理・形態学
◎大和 孝子
◎日野真一郎

健康・病態栄養科学部門

臨床栄養学

◎今井 克己
◎加藤 正樹
◎久保 千春
◎野崎 剛弘
◎安武健一郎
○近江 雅代
○森口里利子

健康増進科学
◎熊原 秀晃
○内田 和宏

薬膳・食機能科学
◎末武 勲
◎徳井 教孝

食品科学部門
食品機能学 ◎沖 智之
環境栄養学 ○太田 千穂

◎研究指導教員
○研究指導補助教員

教員名 所属
江口 陽子 基山町立基山小学校 校長（令和3年度3月まで）
木村 秀喜 本学 栄養科学部栄養科学科
古賀 信幸 本学 栄養科学部栄養科学科（令和3年度3月まで）
三成 由美 本学 栄養科学部栄養科学科
吉谷 武志 本学 栄養科学部栄養科学科

令和4年度 栄養科学研究科 博士前期課程 所属教員一覧

兼担・兼任教員 所属一覧
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部 門 授 業 科 目 開 講 年 次
単位数 免許・資格単位

必修 選択 中・高専修 栄教専修

共通

栄養科学総合講義 1 前学期 4 Ａ

栄養科学実験・実習 1～2 通年 2 Ａ

栄養統計学演習 1 後学期 1 ア

運動健康増進演習 1 後学期 1 ア

栄養療法演習 1 後学期 1 Ａ

栄養管理演習 1 後学期 1 ア

特別研究 1～2 通年 12

機能栄養科学

栄養生化学特論 1 前学期 2 Ｂ

栄養内分泌学特論 1 前学期 2 イ

栄養生理学特論 1 前学期 2 Ｂ

栄養形態学特論 1 前学期 2 イ

健康・病態栄養科学

臨床栄養学特論 1 前学期 2 Ｂ

疾病予防特論 1 前学期 2 イ

栄養治療学特論 1 前学期 2 イ

健康増進科学特論 1 前学期 2 Ｂ

栄養疫学特論 1 前学期 2 イ

遺伝子栄養学特論 1 前学期 2 Ｂ

薬膳健康科学特論 1 前学期 2 Ｂ

食機能栄養学特論 1 前学期 2 イ

食品科学

食品科学特論 1 前学期 2 Ｂ

食品機能学特論 1 前学期 2 Ｂ

食品安全学特論 1 前学期 2 イ

教職科目

栄養教育特論 1 後学期 2 ア

栄養教育特論演習 1 後学期 2 ア

教育心理学特論 1 後学期 2 Ａ ア

発達心理学特論 1 後学期 2 Ａ ア

教育臨床心理学特論 1 前学期 2 Ａ ア

家族発達支援論 1 前学期 2 Ａ ア

・中学校・高等学校教諭専修（家庭）免許状取得希望者は、Ａを全て修得、Ｂから9単位以上修得して下
さい。

・栄養教諭専修免許状取得希望者は、アを全て修得、イから9単位以上修得して下さい。

栄養科学研究科 博士前期課程 基
本
事
項
Ⅰ
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課程 系 担当教員名

博士後期

機能栄養科学系

◎河手 久弥
◎信久 幾夫
◎日野真一郎
○大和 孝子

健康・病態栄養科学系

◎加藤 正樹
◎久保 千春
◎熊原 秀晃
◎末武 勲
◎野崎 剛弘
○安武健一郎

食品科学系 ◎沖 智之
◎研究指導教員
○研究指導補助教員

教員名 所属
徳井 教孝 本学 薬膳科学研究所
三成 由美 本学 栄養科学部栄養科学科

令和4年度 栄養科学研究科 博士後期課程 所属教員一覧

兼担・兼任教員 所属一覧
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系 授 業 科 目
開講年次 単位数

年次 期 必修 選択
共通 栄養科学概論 1 通年 4

機能栄養
科学

機能栄養科学特別研究 1～3 通年 12
機能栄養科学概論 2 前期 2

健康・病態
栄養科学

病態栄養科学特別研究 1～3 通年 12
病態栄養科学概論 2 前期 2

食品科学
食品科学特別研究 1～3 通年 12
食品科学概論 2 前期 2

栄養科学研究科 博士後期課程
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（Graduate School of Education）



教育学研究科 3つのポリシー（令和4年度以降入学生適用）

【教育目標】
教育学研究科は、人間形成の土台となる乳幼児・児童期の発達に関わる研究を行い、保育学・

初等教育学に関して高度な専門性を有する研究者・教育実践者の育成を目標とします。

【ディプロマポリシー】
本研究科は、次のような資質・能力を有すると認められた者に修士（教育学）の学位を授与し

ます。
1．教育または保育の理論、制度、歴史、社会情勢、指導または支援等に関する幅広い専門的知
識を身に付けている。

2．教育または保育に関する諸問題に対して、実証可能な問いを的確に設定することができる能
力、解を導くための適切な方法を考えデザインすることができる能力、その方法を遂行でき最
適な解を導くことができる課題解決能力を身に付けている。

3．上述の知識や課題解決能力を教育または保育、関連領域に関する研究課題に応用し活用でき
る研究遂行能力を身に付けている。

4．主体性、積極性を有し、他者と協働しながら問題解決や研究課題に取り組み、その成果をま
とめ、他者に分かりやすく発信する能力を身に付けている。

5．教育または保育、関連領域に携わる高度専門職業人として相応しい倫理観、価値観を身に付
けている。

【カリキュラムポリシー】
本研究科は、ディプロマポリシーに掲げる資質・能力の修得のため、以下に示す教育課程を編

成するとともに学修方針を定めています。
1．学修のための枠組みとして「教育学系」「保育・教科教育系」「教育臨床系」の3つの系を置
いている。

2．各系における教育課程編成は、それぞれの分野における高度な専門的知識の修得を図ること
を基本としている。大学院生は3系から1つを選択し、その系の専門分野に即した学修を行う
が、他系科目の履修による幅広い学修も確保されている。

3．大学院の学修における中心は修士論文作成である。修士論文の作成を通じて高度な研究遂行
能力の涵養を図っている。修士論文作成のための必修科目として「研究方法論」と「特別研究」
を置いている。「特別研究」は指導教員が担当し、そこにおいて修士論文作成のための具体的
な指導がなされる。修士論文の評価は「教育学研究科学位論文審査基準」にしたがって行われ
る。

4．教育学研究科の授業のほとんどは少人数教育で行われ、教員と大学院生によるディスカッ
ションを通じての授業への能動的参加を促進している。

5．本学付属の幼稚園、保育園、発達支援センターと連携した学修を通じて、保育や発達支援の
現場実践に即した課題解決能力の涵養を図っている。

【アドミッションポリシー】
本研究科は、次のような資質・能力・意欲を有している人を受け入れます。

1．本研究科での学修にとって必要な学力的基盤を有している人
2．本研究科で学修したいという強い目的意識と熱意を有している人
3．本研究科修了後に、修得した専門的知識、実践力及び研究遂行能力を高度専門職業人として
活用する意欲を持っている人

これらの資質・能力・意欲を書類審査、筆記試験、面接によって総合的に評価します。
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課程 系 担当教員名

修士

教育学系
◎圓入 智仁
◎山本 朋弘

保育・教科教育系

◎那須 信樹
◎古相 正美
○石田 靖弘
○中島 憲子
○平田 繁

教育臨床系

◎笠原 正洋
◎中野 裕史
◎吉川 昌子
◎野上 俊一
○益田 仁

◎研究指導教員
○研究指導補助教員

令和4年度 教育学研究科 所属教員一覧
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系 群 授 業 科 目
開講年次 単位数 免許・資格単位

年次 期 必修 選択 小専修 幼専修

教

育

学

系

教育学特論Ⅰ（教育原理） 1・2 前学期 2 Ａ ア
教育学特論Ⅱ（教育制度） 1・2 前学期 2 Ａ ア
教育学特論Ⅲ（教育史） 1・2 後学期 2 Ａ ア
教育学特論Ⅳ（比較教育学） 1・2 後学期 2 Ａ ア
教育学特論Ⅴ（保育原理） 1・2 後学期 2 ア
教育学特論Ⅵ（教育福祉学） 1・2 後学期 2 Ａ ア
教育学特論Ⅶ（教育工学） 1・2 前学期 2 Ａ ア

保

育

・

教

科

教

育

系

保
育
専
門
科
目
群

保育発達特論Ⅰ（言葉） 1・2 前学期 2 ア
保育発達特論Ⅱ（運動） 1・2 前学期 2 ア
保育発達特論Ⅲ（造形） 1・2 前学期 2 ア
保育発達特論Ⅳ（音楽） 1・2 前学期 2 ア
保育経営特論 1・2 前学期 2
保育課程特論 1・2 後学期 2

小
学
校
専
門
科
目
群

教科教育特論Ⅰ（算数） 1・2 前学期 2 Ａ
教科教育特論Ⅱ（理科） 1・2 後学期 2 Ａ
教科教育特論Ⅲ（国語） 1・2 後学期 2 Ａ
教科教育特論Ⅳ（社会） 1・2 前学期 2
教科教育特論Ⅴ（英語） 1・2 後学期 2
教科教育特論Ⅵ（体育） 1・2 前学期 2 Ａ
教科教育特論Ⅶ（音楽） 1・2 後学期 2 Ａ
教科教育特論Ⅷ（図工） 1・2 後学期 2
自然科学特論 1・2 後学期 2
体育学特論 1・2 後学期 2

教

育

臨

床

系

発達神経科学特論 1・2 前学期 2
教育心理学特論 1・2 後学期 2 Ａ ア
発達心理学特論 1・2 後学期 2 Ａ ア
教育臨床心理学特論 1・2 前学期 2 Ａ ア
家族発達支援論 1・2 前学期 2 Ａ ア
家族社会学特論 1・2 後学期 2
児童精神医学 1・2 後学期 2
発達臨床実習研究 1・2 前学期 2
発達臨床実習 1・2 通年 2
障害児臨床特論 1・2 後学期 2

3

系

共

通

特別研究Ａ ※1 1 前学期 2
特別研究Ｂ ※1 1 後学期 2
特別研究Ｃ ※1 1・2 前学期 2
特別研究Ｄ ※1 1・2 後学期 2
研究方法論Ⅰ（人文科学研究法） 1 前学期 2
研究方法論Ⅱ（自然科学研究法） 1 前学期 2
研究方法論Ⅲ（研究デザイン） 1 後学期 2
研究方法論Ⅳ（統計） 1 後学期 2

・小学校専修免許状取得希望者は、Ａから24単位以上修得して下さい。
・幼稚園専修免許状取得希望者は、アから24単位以上修得して下さい。
※1 特別研究の履修について

・修士課程2年制（3年間の長期履修を含む）の方は次の通り履修して下さい。
�
�
1年前学期「特別研究Ａ」後学期「特別研究Ｂ」
2年前学期「特別研究Ｃ」後学期「特別研究Ｄ」

・社会人1年制の方は次の通り履修して下さい。
�
�
1年前学期「特別研究Ａ」「特別研究Ｃ」
1年後学期「特別研究Ｂ」「特別研究Ｄ」

教育学研究科 修士課程（令和4年度以降入学生に適用）

基
本
事
項
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系 群 授 業 科 目
開講年次 単位数 免許・資格単位

年次 期 必修 選択 小専修 幼専修

教

育

学

系

教育学特論Ⅰ 1・2 前学期 2 Ａ ア
教育学特論Ⅱ 1・2 後学期 2 Ａ ア
教育学特論Ⅲ 1・2 後学期 2 Ａ ア
教育学特論Ⅳ 1・2 後学期 2 Ａ ア
教育学特論Ⅴ 1・2 後学期 2 ア
教育学特論Ⅵ 1・2 後学期 2 Ａ ア
教育学特論Ⅶ 1・2 前学期 2 Ａ ア

保

育

・

教

科

教

育

系

自
然
科
学

教科教育特論Ⅰ（算数） 1・2 前学期 2 Ａ
教科教育特論Ⅱ（理科） 1・2 後学期 2 Ａ
自然科学特論 1・2 後学期 2

人
文
科
学

教科教育特論Ⅲ（国語） 1・2 後学期 2 Ａ
教科教育特論Ⅳ（社会） 1・2 前学期 2
教科教育特論Ⅴ（英語） 1・2 後学期 2
保育発達特論Ⅰ（言葉） 1・2 前学期 2 ア

体
育
・

運
動

体育学特論 1・2 後学期 2
教科教育特論Ⅵ（体育） 1・2 前学期 2 Ａ
保育発達特論Ⅱ（運動） 1・2 前学期 2 ア

芸
術

（
美
術
・
音
楽
）

教科教育特論Ⅶ（音楽） 1・2 後学期 2 Ａ
教科教育特論Ⅷ（図工） 1・2 後学期 2
保育発達特論Ⅲ（造形） 1・2 前学期 2 ア
保育発達特論Ⅳ（音楽） 1・2 前学期 2 ア

4
群

共
通

保育経営特論 1・2 前学期 2
保育課程特論 1・2 後学期 2

教

育

臨

床

系

発達神経科学特論 1・2 前学期 2
教育心理学特論 1・2 後学期 2 Ａ ア
発達心理学特論 1・2 後学期 2 Ａ ア
教育臨床心理学特論 1・2 前学期 2 Ａ ア
家族発達支援論 1・2 前学期 2 Ａ ア
家族社会学特論 1・2 後学期 2
児童精神医学 1・2 後学期 2
発達臨床実習研究 1・2 前学期 2
発達臨床実習 1・2 通年 2
障害児臨床特論 1・2 後学期 2

3

系

共

通

特別研究Ａ ※1 1 前学期 2
特別研究Ｂ ※1 1 後学期 2
特別研究Ｃ ※1 1・2 前学期 2
特別研究Ｄ ※1 1・2 後学期 2
研究方法論Ⅰ 1 前学期 2
研究方法論Ⅱ 1 前学期 2
研究方法論Ⅲ 1 後学期 2
研究方法論Ⅳ 1 後学期 2

・小学校専修免許状取得希望者は、Ａから24単位以上修得して下さい。
・幼稚園専修免許状取得希望者は、アから24単位以上修得して下さい。
※1 特別研究の履修について

・修士課程2年制（3年間の長期履修を含む）の方は次の通り履修して下さい。
�
�
1年前学期「特別研究Ａ」後学期「特別研究Ｂ」
2年前学期「特別研究Ｃ」後学期「特別研究Ｄ」

・社会人1年制の方は次の通り履修して下さい。
�
�
1年前学期「特別研究Ａ」「特別研究Ｃ」
1年後学期「特別研究Ｂ」「特別研究Ｄ」

教育学研究科 修士課程（令和3年度以前入学生に適用）
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（Graduate School of Business,Marketing and Distribution）



流通科学研究科 3つのポリシー（令和4年度以降入学生適用）

【教育目標】
流通科学研究科は、研究指導を中心としながらも、大学院修士課程に対する社会的要請並びに

専門家育成に対する流通分野の産業界からの要望に応えて、次代を担う流通科学のプロフェッ
ショナルを育成します。

【ディプロマポリシー】
本研究科は、次の能力を備え、所定の単位を修めた者に修士（流通科学）の学位を授与します。

1．経営学分野又は商学分野における専門的知識を持ち、高度な研究遂行能力を身に付けている。
2．社会の状況の変化に対応し、課題解決において指導的活躍ができる。

【カリキュラムポリシー】
本研究科のカリキュラムは、本学流通科学部の教育研究分野と連動させ、研究指導及び流通専

門職を育成することを基本方針として編成しています。
1．基礎科目を「各系共通（基礎科目）」の区分に配置する。
2．専門科目を「経営学系科目」と「商学系科目」の2つの系統に配置する。
3．修士論文作成に資する知識及び技能を修得するための「専門演習科目」を配置する。
4．学修成果については、各授業科目のシラバスに明記した成績評価基準に基づき厳格な成績評
価を行う。また、修士論文については、論文審査基準に基づき、主査1名、副査2名により総
合的な評価を行う。

【アドミッションポリシー】
本研究科は、次のような資質と能力と意欲を備えている人を受け入れます。

1．経営学分野又は商学分野に関連する基礎的知識を備えている人
2．経営学分野又は商学分野に関連する専門的知識と適切な問題解決能力を修得しようとする意
欲と探求心を持っている人

3．発見した課題を思考や調査・分析によって解決し、その結果を論理的に社会に発信できる人

これらの資質・能力を、筆記試験、面接、提出書類により総合的に評価します。
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流通科学研究科 3つのポリシー（令和3年度以前入学生適用） 基
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課程 系 担当教員名

修士

流通マーケティング系

◎浅岡 由美
◎姉川 正紀
◎片山 富弘
◎西島 博樹
◎朴 晟材
○徐 涛
○手嶋 恵美
○中川 隆

流通マネジメント系

◎日野 修造
◎前田 卓雄
○吉川 卓也
○橋本 敦夫
○水島多美也

◎研究指導教員
○研究指導補助教員

令和4年度 流通科学研究科 所属教員一覧 基
本
事
項
Ⅰ
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系 授 業 科 目 開講年次
単位数

必修 選択

各
系
共
通
（
基
礎
科
目
）

流通科学特論 1・2 後学期 2
経営学特論 1・2 前学期 2
マーケティング・マネジメント特論 1・2 前学期 2
経済学特論 1・2 後学期 2
アジア経済特論 1・2 後学期 2
統計学特論 1・2 後学期 2
研究調査法特論 1・2 前学期 2
国際コミュニケーション特論 1・2 後学期 2
情報処理特論 1・2 前学期 2

経
営
学
系
科
目

経営管理特論 1・2 前学期 2
経営組織特論 1・2 前学期 2
経営戦略特論 1・2 後学期 2
人的資源管理特論 1・2 後学期 2
グローバル経営特論 1・2 前学期 2
ベンチャー経営特論 1・2 後学期 2
経営情報特論 1・2 後学期 2
財務会計特論 1・2 前学期 2
管理会計特論 1・2 前学期 2
法人税法特論 1・2 前学期 2
所得税法特論 1・2 後学期 2
財務諸表分析特論 1・2 前学期 2
コーポレート・ファイナンス 1・2 後学期 2

商
学
系
科
目

マーケティング戦略特論 1・2 後学期 2
ブランド・マーケティング特論 1・2 前学期 2
サービス・マーケティング特論 1・2 後学期 2
ソーシャル・マーケティング特論 1・2 前学期 2
グローバル・マーケティング特論 1・2 後学期 2
デジタル・マーケティング特論 1・2 前学期 2
消費者行動特論 1・2 後学期 2
流通チャネル特論 1・2 前学期 2
食品流通特論 1・2 前学期 2
流通政策特論 1・2 後学期 2
ロジスティクス戦略特論 1・2 前学期 2
国際物流管理特論 1・2 後学期 2

専
門
演
習
科
目

アカデミックライティング 1 前学期 2
フィールドリサーチ 1・2 後学期 2
流通科学演習Ａ 1・2 通年 2
流通科学演習Ｂ 1・2 通年 2
流通科学演習Ｃ 1・2 通年 2
流通科学演習Ｄ 1・2 通年 2

流通科学研究科 修士課程（令和4年度以降入学生に適用）
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系 授 業 科 目 開講年次
単位数

必修 選択

各
系
共
通
（
基
礎
科
目
）

マーケティング・マネジメント特論 1・2 前学期 2
統計学特論 1・2 後学期 2
研究調査法特論 1・2 前学期 2
経済学特論 1・2 後学期 2
アジア経済特論 1・2 後学期 2
国際コミュニケーション特論 1・2 後学期 2
情報処理特論 1・2 前学期 2
流通科学特論 1・2 後学期 2
アカデミックライティング 1 前学期 2

流
通
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
系

マーケティング戦略特論 1・2 後学期 2
ブランド特論 1・2 前学期 2
サービスマーケティング特論 1・2 後学期 2
ソーシャル・マーケティング特論 1・2 前学期 2
グローバル・マーケティング特論 1・2 後学期 2
マーケティングリサーチ特論 1・2 前学期 2
消費者行動特論 1・2 後学期 2
流通チャネル特論 1・2 前学期 2
食品流通特論 1・2 前学期 2
流通政策特論 1・2 後学期 2
ロジティクス戦略特論 1・2 前学期 2
国際物流管理特論 1・2 後学期 2
流通マーケティング特別実習 1・2 通年 2
流通マーケティング特別演習 1～2 通年 6

流
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系

経営管理特論 1・2 前学期 2
経営組織特論 1・2 前学期 2
経営戦略特論 1・2 後学期 2
人事・労務管理特論 1・2 後学期 2
グローバル経営特論 1・2 前学期 2
ベンチャー経営特論 1・2 後学期 2
経営情報特論 1・2 後学期 2
財務会計特論 1・2 前学期 2
管理会計特論 1・2 前学期 2
国際会計特論 1・2 後学期 2
財務諸表分析特論 1・2 前学期 2
投資決定特論 1・2 後学期 2
流通マネジメント特別実習 1・2 通年 2
流通マネジメント特別演習 1～2 通年 6

流通科学研究科 修士課程（令和3年度以前入学生に適用） 基
本
事
項
Ⅰ
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